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西日本研究開発センタ編研究開発員報告

　平成28年４月よりNTT西日本技
術革新部研究開発センタに開発研修
員として着任して、早いもので10
カ月が経過しました。私は入社以
来、映像監視システムやWi-Fi環境
の構築・施工管理業務に携わってい
ましたが、研究開発の業務は初めて
の経験であり、大きな不安と期待を
抱きながら着任しました。しかし、
研究開発センタの皆様やSEの皆様
からの温かいご指導をいただき、充
実した日々を過ごすことができまし
た。
　私はユーザサービス担当のゲート
ウェイ&サービスチームに所属し、
主として提案型開発の「IoT施策」
と「GW施策」に携わりました。
　「IoT施策」は、将来、数多くの
機器や物がインターネットへ接続さ
れることが想定される中、100台以
上というこれまでにない台数かつ、
Wi-Fi、BLE、Wi-SUN（スマート
メータなどに利用）といった性質や
帯域の違うプロトコルが同時に利用
されるという状況が現実のものと
なった時に、実際どのような課題が
出てくるのか、スケーラビリティの
確認を理論値でなく実数値にて行
い、課題の抽出を行う施策です。
　今回私は立ち上げから着地までこ
の施策に携わりました。立ち上げ当
初はIoTと言えばニュース記事で見
るようなものしか知らず、先進的な
技術という認識しかありませんでし
たが、打ち合わせ時の意見交換や展
示会での情報収集、また自分の手を
動かしIoT機器をパケットベースで
解析したことにより、市中製品の機
能とその技術について把握すること
ができ、同時に市場動向や課題が
徐々に見えてくるようになりまし

た。その甲斐もありチームメンバー
で議論を重ねていく中で自分の意見
を明確に持つことができるようにな
り、施策の立ち上げに寄与できたと
感じています。また、立ち上げ後は、
SEの方々とも協調して技術的な観
点からの開発要件の精査、検証項目
の精査、発注後は開発の進捗管理を
行いました。また、スケーラビリ
ティの確認検証を通して、IoT機器
の相互関係や、接続上の問題点につ
いて広い知見を得ることができまし
た。
　一方、「GW施策」では、ひかり
電話のさらなる利用者拡大に向け、
現在HGWで提供しているひかり電
話の提供手段を多様化し、潜在的な
ユーザの獲得のために考えられる各
構成の実現性の評価と、課題の抽出
を実施しました。
　私は中でも開発の進捗管理と検証
を担当させていただきました。つく
ばフォーラムへの出展を控えていた
ため、開発では必要機能の見直しを
行い開発期間の調整を行いました。
検証ではタイトなスケジュールの
中、「基本機能」と「安定性」の検
証項目を担当し、ひかり電話におけ
る各機能の性能および正常性につい
てパケット解析を行いながら確認を
しました。結果として、期間内の検
証完了を実現すると共に、ひかり電
話やSIPに関する知見を得ました。
　今回、私はつくばフォーラムをは
じめとしてKAIZEN大会の展示ブー
ス、オープンハウスなど複数の展示
会において来場者に説明する機会を
得ました。その中で私はどうすれば
来場者に出展物の「売り」を伝える
ことができるのか試行錯誤しまし
た。また、一方的に説明するだけで

なく、来場者目線での意見や、自分
達では気付かないような課題を聞き
出せるよう意識しました。その結果、
運用の観点からのコメントや、過電
圧のリスクに関する観点からのコメ
ント等をいただき、施策にフィード
バックする事ができました。
　今回の開発研修を通して、自分の
手や足を動かすことでIoT機器に対
する知識やIoTを取り巻く市場動向
への理解を深めることができた事に
加え資料作成や発表など、幅広い経
験や知識を得ることができました。
　開発研修終了後は、今回得たIoT
に関する知見やノウハウを活かし
IoTデバイスを使用したシステム構
築やセンサネットワークの構築等、
お客様に合わせた柔軟な提案を行っ
ていきたいと思います。また、なに
よりNTT社員の皆様やSEの方々と
広く深く親睦を深められたことは、
私にとってかけがえのない財産と
なったと感じております。
　最後になりましたが、このような
貴重な経験を与えてくださった
NTT様をはじめ、情報通信エンジ
ニアリング協会様、そして暖かく送
り出してくださった自社の方々に心
より感謝し、この場をお借りして御
礼申し上げます。残された研修期間
を大切にし、悔いの残らないように
有意義に過ごしたいと思います。

西部電気工業株式会社　小柗 哲也

開発研修に参加して得たもの
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　平成27年４月よりNTT西日本技
術革新部研究開発センタに開発研修
員としてお世話になっています。
　早いもので、２年間の研修期間も
終わります。私は入社以来、無線基
地局増設業務に携わってきました
が、研究開発の業務は初めての経験
であり、不安と期待を抱きながら着
任しました。
　しかし、着任後はNTT西日本社
員の皆様の温かいご指導や他の開発
研修員との交流により、充実した
日々を過ごしています。
　今年度はOpenStackを使用した

“基盤”にサーバを構築する開発業
務に携わらせていただきました。
　“基盤”とは、サーバやネット
ワーク機器等の設備を共通化して

（機器を揃える）、１つの装置をさま
ざまなサービスで共用することで投
資効果を高める通信設備群です。既
存で構築されているものがあります
が、新しい技術であるOpenstackを
使用することにより、さらなる設備
投資コスト、運用コストの削減を実
現しています。
　基盤自体は直接的にサービスの提
供はしておらず、SNI（Service 
Network Interface）上で提供され
るサービスに対して設備機能を提供
しています。このことから、基盤は

「ホスト」、基盤上に構築されるサー
ビスは「ゲスト」と呼ばれていま
す。
　私が経験したのはゲスト視点でし
た。サーバで使用しているソフト
ウェアのEoL（End of Life:保守期
間終了）を機に、これまでサイロ型

（基盤を利用せず、サービスごとに
NW装置やサーバを持つ形式）で構
築されていたものをOpenStackを使

用した基盤上に移設することにな
り、設計段階から構築、検証を経て
商用導入まで携わらせていただきま
した。
　その中でも重点的に取り組んだ内
容として、NWの設計・設定、サー
バで使用するソフトウェアの改良が
挙げられます。
　NWの設計・設定については、基
盤担当と打ち合わせ等のやりとりを
する機会が多く、私が昨年度基盤担
当だったため、その時の人脈を活か
し、時には相談にのってもらいつ
つ、スムーズに業務を進めることが
できました。また、協力会社が研究
開発センタの環境にリモートアクセ
スする際に必要なVPN（Virtual 
Private Network）の構築も行い、
Cisco機器の扱い方について理解度
を大幅に上げることができました。
　自社に戻ってもCCNA等のベンダ
資格の取得が推奨されているため、
今回の経験を活かすことができれば
と思います。
　サーバで使用するソフトウェアの
改良については、サーバがサイロ型
から基盤に移設することにより、こ
れまでと同じ使い方では利用できな
かったため、OpenStackを使用した
基盤環境下でも使用できるように改
良を加えました。そのソフトウェア
はオープンソースで、シェルスクリ
プトで記載されており、私自身シェ
ルスクリプトを扱うのは初めてでし
たが、わからない部分を１つ１つ調
べることにより改良まで至りまし
た。
　改良を加えた後は、試験項目の洗
い出し、試験・検証、改良を繰り返
して完成度を上げました。
　このフローを経験することで学べ

た部分も多く、貴重な経験になりま
した。
　また、改良したRA（Resource 
Agent）は既に商用環境に導入され
ており、NTT西日本のサービス提
供に貢献できたことを実感しており
ます。
　この２年間の業務は今まで私が自
社で経験した業務とは別の分野でし
たが、ネットワーク・サーバの基礎
やタスク管理、スケジューリング能
力、業務に対する意識など将来役立
つことを勉強できました。
　また、自社に戻ってからはNTT
基地局内での配線工事等を行うた
め、SNI上部サービスの構成を知る
ことで、より自分が行う工事に対し
てイメージが沸くようになりまし
た。
　平成29年度４月より自社に戻る
ことになりますが、この２年間の経
験を活かし、さらなるスキルアップ
を図り、自社の期待に応えたいと考
えております。
　NTT西日本様、情報通信エンジ
ニアリング協会様、送り出していた
だいた自社の皆様、貴重な経験をさ
せていただきありがとうございまし
た。
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　平成28年４月よりNTT西日本技
術革新部研究開発センタに開発研修
員としてお世話になって、早いもの
で10カ月が経過しました。まもな
く、１年間の研修期間も終わりま
す。
　私は入社以来、施工管理業務に携
わってきており、研究開発業務は初
めての経験のため、期待もさること
ながら大きな不安を抱きながら着任
しました。しかし、着任後はNTT
社員の皆様の温かいご指導や同じく
全国の通信建設業者から出向してい
る他の開発研修員の方々との交流に
より、その不安も解消され公私共に
想像を超える充実した日々を過ごし
ています。
　私はサーバオペレーション担当の
SNI上部インフラチームに所属して
います。SNI上部インフラチームで
は、主に「サービス共通基盤」およ
び「サービス共通基盤（高度化）」
の開発業務を行っています。
　サービス共通基盤の開発業務にお
いて、私はストレージ機器が保有す
るスナップショット機能を検証業務
やバックアップ取得時の時間短縮に
活かせないか検討しました。SNI上
部インフラチームには、該当スト
レージ機器におけるスナップショッ
ト機能のノウハウが不足していたた
め、スナップショットを取得する手
順の確立から行いました。英文の解
説書を読み解きながら取得手順を確
立し、日本語によるドキュメント化
まで実施することで、スナップ
ショット機能に関する知識を大幅に
増やすことができました。
　サービス共通基盤（高度化）で
は、インフラ構築時の「セルフサー
ビス化」、リソースをパターン化し

て提供する「レディメイド化」、ゲ
ストが必要とする際に即座にリソー
スを利用可能とする「リソースプー
ル化」を実現するため、OpenStack
を用いて既存のサービス共通基盤の
IaaS化に取り組んでいます。この
IaaS化への取組みは、NTT西日本
が持つサーバ基盤の中では初の試み
となっています。
　サービス共通基盤（高度化）の開
発業務において、私は構築手順書・
運用手順書の作成及び検証、協業メ
ンバの業務進捗管理、商用工事部門
によるリハーサル実施時の技術支
援、商用工事時の問い合わせ対応等
を担当しました。手順書作成時に
は、作業者による作業ミスを防止
し、手戻り稼動を発生させないため
に、何度も手順書検証を実施し、作
業者が極力悩まずに作業できる手順
を作ることを心掛けました。さら
に、サービス共通基盤（高度化）の
初期開発完了後は、基盤上で稼働す
るサービスを構築する作業があり、
本年度は３つのサービスをリリース
することになっています。サービス
共通基盤（高度化）の初期開発に携
わった経験から、私はサービスにお
けるリリース管理や協業メンバの業
務管理を任せていただきました。私
にとって、このような大規模開発は
初めての経験であり、かつ、Open-
Stackを用いたIaaS環境の構築技術
を習得できたことは非常に貴重な経
験となりました。
　今回の開発研修を通して、プロ
ジェクト管理や検証、問題分析の技
術的な手法、資料作成から発表ま
で、幅広い知識の習得とさまざまな
経験を得ることができました。この
経験は、私の今後の業務に限らずさ

まざまな場面で自身への大きな糧と
なって生かされていくと確信してい
ます。
　また、研修を通じて知り合った
NTT社員の皆様や、開発研修員の
方々と職場だけでなく、公私にわた
り親睦を深めることにより、私自身
の将来に貴重な財産となるたくさん
の大切な人脈をつくることができま
した。開発研修終了後は、自社での
サーバ構築案件やマネジメント業務
でNTT西日本技術革新部研究開発
センタの業務に携わらせていただい
た経験や学んだ知識・技術などを活
かして行きたいと思います。
　最後になりましたが、このような
貴重な経験を与えてくださった
NTT様をはじめ、情報通信エンジ
ニアリング協会様、そして温かく送
り出して下さった自社の方々に心よ
り感謝し、この場をお借りして御礼
申し上げます。研修終了までの残さ
れた期間を精一杯努力し、より一層
気持ちを引き締めて業務に従事した
いと思います。

西部電気工業株式会社　田中 秀一

開発研修に参加して得たもの


